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　IJ,11113･14｢'1･し一＝ゝゲ,alJIIは，その,rl･･IIが1JMI!,りn5スホ･－ツ，またはＺホーツIII,'弛ijl.:めに11jtl:||

:IJれ石.こ1,;Lギー緊'1･E-&G･】jl7!'哨･j能J｣を増す,lっ1こ�･1iljな1ﾀれ|.fならない．｣と』疸ぺている．このこ

I..＝rj.･･i･111 j l: ILII･ﾀjl-i｀･jL-1･一癒生1,の特色１把鋤りi4糎極aliこついてそれを,I･1･f1'rることが連動覗扱

-一一7】1,1M1あるい!jトしー.心.ｸ･,ih･liを.aめるうえてjjlii一色g411rjな|,Iljl!であることを･1;してL・石．

　･･4J.11,1;.i･l･みi･l･性lこ応にて適応し削威されたものであ1]，トレーニングの内容と･1包I撞なlljl性をｎって

:.･ろ，この.lt!111:をより堵1らか1と-ｔａｔめ1こはエ1･ルギー1,1こ･IUしfj鮪１的ならぴに慄酸j･j･･jパワーyi

i円tl･】ll係のII･て体力をり'1えることが●●である．磋ｉ．パ.ズr，トポール・プレーヤーａ体力1こli↑

i.jl｣|;I･!;1芯くなされているが，そのｌくは嘔力，●蛮力，持久性など1こついて７４－ルド・う･ストをI･1;.･･

7･IEIS.I'.9！a･111!911釦l桐欄色』..1:iのである．奎た．ヱネルギー盛からのil発でlまＶｅｉ・●ら，ｎＢｈｌｌｏｔと

:-･ldhl,I･%3概帛jylEバIIコー』こ'1いての研究がある．－a･，fi酸素的ならひ|こ籐酸素的jiワーの幽・ijらの

･iji'iSj，with。r.QSらによる塵七難技長一離，パスケ・トポール，７１－ルドホ．ケー，吋-，カー!〕

;･･･ａ肢ＭをＭ象としたもの，，lxら山|ごよる自転車軸技貴を対象とした１の．･爵劃･らasasのパスケ．トポ

ー･し.Iノレー･lj－と非餉一揖を！喩としたものがある．しかしながらパスケ･，ト・－jb・プレーヤー|【つ

･.‥こ･I‘-l陥j;的.･．らびl乙Ｓ菌j･;【r･lj･lワーの幽１からゐだトレーこンク･効束1こ･っいての報告|ま全くみあたらな

　そこで･本研究11パスケ。トポーj1 ・プレーヤーの体力とトしーニンクI･ 1こよって生ずる生理的な変化をヱ

・ルぶ－ａ、-つまり痴態－的ならび|こ鐘酸素的パワーのｉｌから明らかsこしようとするものである。

　方　法

　g11植植●

　植檜名は千瞳大９男子jiスケ。トボー』1凰鋤９名である。礁椎－らは２時薗半から３鴫�の練習を14

『11喘畠Ｌていａ．その一碧ljっjbコー加を使いゲーム1こおける墟血羞定をｈなりだ攻喉もしくは守備の纏

昶が申心である。また。逓I常の鎗値の他|こ週３囮のウｘイト・訃レー。ンダ●ｈなヽた。実龍した廸目は

ペンチ・プレＺ、ツーハン２･・カール、うテうル・レイズ、ペント・７－ム、シ。ト・ア９ブ、ﾁ'。ド・

'心卜、･ヽ－フ・ス･9リ･、ト、ジ●ンビンク･・フレス‾C･ある。歯偏は各自の鎧大蔵力の２ノ３一度とし、

hl4!Jdこおいて10－121以｡1=の繰りａしが可能|こな、ｔ時点で飴荷をＳ瑠した。上記８檜１●３セｇト甕

｡･｡.I-!｢｡､i･､｣

　ISりl､M-9y､の申1こ1ま、りｚ４ト・トレーこンクlj他の鐘楼漑|知識|こ＋分|こ賓施したが、一個1ご|まあまり

･IC･:｣･cて･1･なj5j-Jこa-CSubj. y.M.jと、これとは＆刻iこ一奢|こlj簒加したかりｘ－ト・トレー＝ンク･は

.j･り､･=･'i7ゐなj､･、た-SCSIbj.1.N.jの２名がき１れている｡・rZ、lji.は２一目蟻ll定掴約１ケji

４１



�騰警把●加していなか、た｡1Jtが、て統計的な処置|と･っいで謐乙直】１名を●いて櫓肘した。

　なli、鳶研究の植櫓奢ら|ま�璽学生パスケ.Mi－ル・ll－ダｌ●|乙位置するチームａプレーヤーであ

る。

　（ｉ測定方法

　　①有酸素的パワー

　有酸素的パワーの指標は最大酸素摂取量および体重当り最大酸素摂取量とした。最大酸素摂取量の肩定

はモチーク社製自転車エルゴメーターを用いたペダリング運動によって行なった。 ６０ｒｐｍの回転数1乙よ

って負荷はlkpより3kpまでは４分毎に1kpずつ、その後は２分毎に0.5kpずつ増加しexhau8tianま

で簿勧を行なわせた。exhaustion直前３～４分前の呼気をダグラスパックに採気し、これを瞬時ガス

分析器（三栄測器社製）で分析し、算出された毎分酸素摂取量の最高値を最大酸素摂取量とした。また、

これを体重で除し体重当り最大酸素摂取量とした。

　　（2）無酸素的パワー

　域酸素約パワーの指峰としては、生田ら面の万法Sこよる自転車ペダリング運動による最大無酸素パワー

およぴ体重゛1り穀大領酸素ﾉ゛ワーを用いた。モナーク社製自転車エ゛ゴターターを用いヽ肢検者!こはサド

ルから持を浮かせないよう指示したうえで、約８秒間の全カペダリングを行なわせた。各肢検者には５分

以卜の休息をはさんで４～６槐類の負荷で運動を実施させた。エルゴメーターの車輪に反射板を貼り付け、

車軸に向け光を投射し反射光を光電管セルで受ける装置を＆置し、毎秒の反射板の通過数をタケダ瑞研製

りｔバーサルカリンター｛ＴＲ－５１０４Ｇ｝で計数し、これをタケダ理研製デジタルレコーダ（ＴＲ－６１９８）

でＪμした。これから求めた毎秒の車輪の回転数と車輪の外周より速度を求め、速度（s/see）と負荷

ｒ籾）の禎をパワー（匈・剤/sec）とした。各負荷によるパワーのうら鰻も大きな値を最大無敵素パワー

とし、これを体重で除し体重当り鐙大無酸素パワーとした。

　測定期間は第１回測定を昭和５６年１１月に実施し、１年間のトレーニングを経て第２回測定を昭和57

年１１月に行なった。

　鮪　果

　表－１は第１回測定（pre.）と１年後の第２回測定（post.）の結果を示したものである。最大酸

素摂取量は3.53士０．３０ｆ／・から3.99土０､２８ｆ／・と13.2嘔の増加をがした。また体重当り最

大酸素摂取量は5 4.2士4.3㎡/匈・・から6 0.2土3.71Z/匈・・と１１．３４の増加を示した。最大猟

酸素パワーは9 3.1士5､8匈・磨/secから１ ０２．５士7.6匈・屑/secと10.3巻の増加を示した。ま

た、体重当り最大城酸素パワーは1.44士0.20匈・謂／卯・secから1.55土0.16匈・磨／却･sec

と7､9嘔の増加を示した。トレーニング前とトレーニング後の差は、ｔ一検定の結果有酸素的能力に関

しては１略水準で、無酸素的能力に関しては５嘔水準で有意な増加であった。

　図一１および図一２は、１年間のトレーニングによる変化を最大酸素摂取量と最大無酸素パワーの両面

および体重当り最大酸素摂取量と体重当り最大無酸素パワーの両向からみたものである。通常の練習およ

ぴウｚイト・トレーニングの両方を実施した７名についてみると、最大酸素摂取量および最大概酸素

パワーの両面からみると双万ともに増加した。しかし、体重当りからみた場合では有酸素的能

力では全暁増加を示したが瓢酸素的能力ではトレーニング前に低い水準にあったプレーヤーでは増
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1目がぺきかったりに対して、μ､い水準にあったプレーヤーでははとんど変化を引さなかった。

　これらにttし、ウ・ィト・|･レーニノク‾はﾄ分に実施したがぼ帛の練爾にはあまり聊加していない被槻

y;Y.yL･こりいては、無酸素的能力の増加は認められるが徊酸素的能力は低トをボしている。また、ウュ

ｆト・トレーニノグはほとんど行なわず練習のみ実施しかつ第２回測疋前約１ヶ月練習を中断した放映５

ｙ
ｊ

｝
１
　
　
１

』
ｅ
ｌ
ｏ
ａ
ぶ
ｐ
ｏ
」
Ｉ
Ｑ
ｃ
ｃ
ｘ
【
゛
ヒ t→

し
｡　;ﾆ昌。

25 30 35 40 ４５ 50 1/min

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VOlmQI

M－1一大酸jl摂iZI,tおよZ7慶大無菌・パワーの|･ll血からみだ一琢咄のバスケｇトポール・トレー

　　　　-"-･.･ｸ･|こよ乙変化

４３－



I.N.は、阿酸素的ならびに篇酸素的能力ともに低ｔをホしたが、体重の低下があったため体重当り最大鴛

酸素パワーでは若十の増加をボした。
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M－2億・“iり一大倫鷹摂唐鍬llよぴ低館ii i§大酸素パワーの画面からj.た一価�のパｚケ。私

　　　　ポーJし・トレーニング|ｒｊａ老化

　嘸　嘸

　I.'ax;1311はバスケ･ントポールのゲーム|ごおける憲●エ水ルギーlごついて値朧憧Sijよが乳酸系NZ)依存廃が

ｓｂ噛、ll.酸－およぴ右気高への依存度が１５●であるとし、鴬菌ａ性のエネルギー1こ依存していること

９佃樋している。したが、てパスケ･、トボールのトレーニンダliS馥素性パｇ－の側面を強塵する必嬰が

ある１のと磁われる。本l唇llごおける雛櫓雲g;の１年●のトレーニングIEよる変化|ま有撞鳶的11よぴ憧酸

鳶的能力Z3幽方で増加をｓした。本研究sこおliる鐘酸－挫パワーの朧|定lj豹８秒麿の全カペダリンダ1乙よ、

てｈなわれた感のであ匈、非乳塵性ａ四奮Ｓ鐘酸素挫パワーである。これは筋力と反復スピードの星

図加島威ａｌのと考えられるので、トレー＝ンダ麹の欄定|こおいて最大無菌素パワー11発難きれた翁翻ll大

Ｓい方への曖化をポしていることと、●い巷楠|こおけるペダリンダスピード|まほとんど変、ていないこと

から、本一死で示ｊれた鐘撞素パワーの増加は筋力の増強1ごよａパワーの改禰とゐａととがでＳ．ウｚイ

ト・トレーこングａ捌●であ葛ととが鳶轍きれ恚。

　偉Ｘ当ｌ量大●屋摂数量と体・当り最大羞馥薦j{ヮーの�儡|こみるトレーｚング柵の圖1化l乙1･いて有髪

鷹的能力|まいずれも増加を示したが、一Zi舗酸素的能力でjまトレーヱング蔵|ご低い水唯|こあ、たプレーヤ

ーでは大ふな増加が羞められたの|こ対して、高い水車|乙あ･1だプレーヤーで|まわずかな増加しか認められ

な加、ｔ。被権者Ｗ．０．では体重当り最大麹菌鷹パりーがわずか|と低下●示したが、これ|ま最大

無菌素jlヮーの増加よりも休・の増加が上まわ、たｔめである。このこと|ま本研究叱おいて馥檜看らがti

なｰ､たトL･－こング内容で1ま能力の高いプレーヤーICと、て|ま鏃�素パり－ａそれ以上の向上li期待で●

･ないことをぷしている。つまり、鯨撞素鮑能力の向上のため|乙|まさら|こ歯槽や活鵬の時間的配分あるい|ま

I･illji●llなどの改勝がなされなければならないことを示唆する１のである。筋力の増強|まもちろんのこと
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♭411(AustrlUa)

141g Dist●aeo Ruaa●｢

　●･‥･pre，

　o･'¨post.

１ケjill‘･.IM･;L.Iを:1｣断|..、かつ喊1籾jλ鎔1】ULていたがウｘ４ト・トレーこンク･1rは●咄でａなか、た雖櫓

JII.N.i､l、rl･iU;ll･･;およぴ紅鮭よjf･1能力|こおいて､９千の遥ド昏がした．この詰蟻lま、．ｌ研究1rおいてパ

.'.｣.･gl･.1･一一i･・ゾL.一一ヤ一り.･il!III､‘;1･dJ一恟ぬ･;有酸素的能力|こ審与Ｌ、ウ２ィト・トレーニングが麗鮪・的

.･｀らI･一山lnjhこISjLだことを･|;嗜する１のである。

　ｇｔ ３お.lぴ|｀s－4は鳶il究の詰・1乙海水がlllこよ芯日塞の一唐自転軍閥技泗･ｌｚプリンター１、

､jly､ﾆ､l.乙南:t－ストッIUアの陶.t鐘枝差距鎗、j4スケ。トボーJし。サ。カー、－肴ら･151こよ

･･t……lj‘5111↓iJ]ljえ作図し、Ｍ大前鳶掻取電と鰻大謳●－バ･ワー。また休載当り慶大鵬・・ｌ

1、｀.I.1･1･.･･1‘I;､;Å1縫醜jSパリーの詞拷1的一価の申で●－目との比較を行な、たｇのである．盈大畠－摂取

:J､1;･jJA篇I笏j;･l‘･7－のーlillS－3】1こｰｺいｔゐると冰研究1こおliるパスケ.gトポーjb ・プレーヤー|ま

非一一ａとwith､!･sらaSIこｊａパスケ･．トボール・プしーヤーとの申�』こ位置し、・化の方向|ま陸上鐘

誌l.U11摩･tJ･とJTlts巾鍵技:SCスプ･lンター１の申闇1こある啼．カー、jfスケ･．トポーjblと向、ているこ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VOIrrxll

一一･1・3･1111､1･111jとの比較からみた本研兜パスケ、トポール・プレーヤーの塵･大農.l擾腹･ｌと最大鷲座

　　　　か.･.･･･j－と1-レーこゝy1こ.よ石変化

　　　　（ｗｉｔｈ。ｒらU、S.4gか111jよぴ恚研究香料より薯肴が作図）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－４５－
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　　　　　　　　　　　4a　　50　　S0　　70　　90『rilSQ9㎡n

　　　　　　　　　　　　　　　　VOIryxlxlwiqhl

!’i－･･ 如｡柏Ｍとの比匍からゐた本研究パスケ･。トポール・プレーヤーの体重当り差大農・摂政・と体

　　　　休唯･りり鹸大Ｓ農・パりーとトレーニングによる変化

　　　　Ｃ’ＷＨｈｌｒｌらaa、青息らtljidよぴ本研究豊科より著者が作‐）

｡とがわがる。休職当り煙太�素掻取重と休・当り雄大無菌素パワーの関係（図一１３１ごりいてゐＳと

With｡｡。ら1こよａバスケ。トポール・プレーヤーの●が有菌鳶的およぴ無菌素的能力のいずれの●|こll

いても低く、塞研究のバスケ。トポール・プレーヤーと|如置のところ1乙位置している。とれljWltberl

ら|ごよ恚バヌケ･、トポール・プレーヤー|ま早均身拠１ ８ ８．Ｓｓ、冰均体重窟 ?｡2匈と比較的大きいことが、

汰重との粗銅的な櫨で仙●技|乙比して1･なり小さな置を示していると言える。身差や体・がバフ●－マン

ス1こ大畠な劃置昏与ｔＳとｌえられる菌技でli、体重との相対的な指植|こおいて他の鍾技との閥|こ員る鴨

角巻示す１のと言えよう。

　同一５およぴ�－SIま、一一311よぴ図一41こ示した答�技巻isよry非議綴巻|とついて各爵ごと|ご早均

仙と�皐偏差で示した亀のである。禰菌麗的能力の錘高水麟1こあると１えられる陸上議技優一酸群と龍菌

・的能力の●高水準|こあると考えられる自転車●技２プllンター群昏それぞれ壽議纏着群と岫ぴ、これ●

有儒息的パりーとＳ菌重的パワーの発達方向の●罪と仮定し、これ1と本研究の錨巣と他槍目を鴬比した。

どのよら|ご!．ａａ名スポーツ種目1乙よるヱ壊ルギー馮の遭応の状�がよく示される。りま匂有●蛮的ヱネ

J14j一|こ餓４す芯活勤で1ま非●纏着と差距重●館・鐘の劃へ拉・し、無鐘・的エネルギー|ご依存する活動

’rji非●一訓･と自転車酸技ヌプIJン参－を詰ぶ�の側へ位置すると考えてよい。多くの球技|ま有酸素的、

輝筒－的エネルギーの一方の●Ｓ●必●とすることから有菌的、無菌素的エネルギーの員万の申聞|巴位置

するととが角Iえらｎる。

　一一５（Ｓ大層－栖一儀と錘大傷●ａパワーの�儡11こおいてトレーェンダ菌|ごljljる値IEりいて為る

と非鍛練我と差距離と●軸丿纏の欄|と近（、とのととは従来の練習叱よａ値応が有酸素的ェ１ルギーl乙依

存した活動1こよ恚１のであ、たことが咄されている。しかし、トレーｚンダ麹g】櫨とトレーこンクーの値

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－46-



■-●.＿

１

k9･m.

』
ａ
Ｍ
ｏ
ｄ

￥
I
Q
J
a
3
j
D§

kgmjkg･slc

2D，

Ｓ
　
1
.
6
　
1
.
4
　
1
.
2

M
6
!
a
M
/
j
a
M
)
d
3
g
o
J
a
o
u
3

X
D
w

“lぷr●�e●

●…･pre.

0…･post.

●ｅｌＳ

　　　　　　　　　　　　3　　4　　5　　6　1jmln

　　　　　　　　　　　　　　VOlmax

･･t.胞1･]j‘.バ,al･に¶Ilt随j;的能力の相対的－係のなか1こみられる本一死バスケ.|ヽ.-･--.｣し・フ

Ｉ･ヅ･－･.･d･L･一一:jｸ･によろその変化の･力向(錘大畠炭掻政堰と鐙大層Sj;j･リー-)

！l,1.1ithlヽr凭　らaa.，!r水ら(11.1jよぴ本研究よ匈著者が作図)

●････pre.

0････post.

　　　　　　　　40　　SO　　S□　　?0　　白QrSjkg･min

　　　　　　　　　　　　　　　V01rigxls●ight

.I.lil,!･なr･.,りにIIS･ふ的能力の相対的�儡のなか1rみられａ本研究パスケ･ントポー.JL・フ1j

　｀-･.･JI･l.一一･y一一ゲ1ご,tるその変化のがII･la｛ほ重当り赳大酸素摂麹量と14111E｀‘|りj･I･1Å:悪朗

jj,‥11ワー･１１ＷｌｔｉｅｒＳらla.青息ら山およぴ本研究より著=壽が作図】

I.;･‥..r,･･,･･iぼ即鮭練武一色|‘1･illl楓枝スプリンター●紬丿繍の力･向へ向，ている．また，1･g－61体･11

　.j。・C j.11･しーこ乙り|･II11乙は南オーストフリアのバスケ．トポーj1 ・ ツレーヤ一にJtL一朗j･，

　.・，I･l』･I･I･:･1‘,1,11なからfl酸素的能力でlj劣，ていたものか，トレー＝ンダ・1乙lj刈jlj1乙おいC

　..･.･｣.･.･一一LMII'l･C･Jy,･iIII』へと近づいている．ｒのこと|ま鯨錐畠的能力の向上●,&【味し11jり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　－４７－



従来の纏署|ごウｚ４加●トレーｓンダ●加えたこと|こよる●●と考えられる●、＿_.＿＿..

　ふ研曼でdま乳酸性箆豊麗パりー自こ･っいて.S塵宣はliな、ていない．今後|ま乳酸-豊扁ji9－a偏蔵番

加え燐ａ・系、乳●・系工卓ルギーとＬて鍬Zjの特色●把握すること|こより答磯目の特性やトレーｚンダ

凋祠1riiける評価1･適正iとでｉａこと･11鮑特で●芯とと●･lc、トレーｚンダlt●へ１反映させてゆくｌと

ができる１のと湾えられる．

　働　樋

　本一発liパスケ。トボール・プレーヤーの他力特性およぴ１年�のトレーｚンダIごよるその変化●ヱネ

ルギー系から明らか杷するため|こ、差大鹿鷹橿数量と最大無菌鷹ｊｉ９－、ａＳ当り墨大菌鷹栖数量と体重

当軸細大匍酸素パワーの画面からとれ4の特性をとらえようとしたものである。植櫓奢|ま千量大挙男子バヌ

jy-j･トポールSt憧９名であ、た。麹推考ら|ま遍ｌ目の運営の纏習と遍３回の６ｚィＦ・トレーニング●宥

蜘Ｌすこ。トレー＝ング一握|ま１年�で･あ、た。結果|ま次|ご示すとおｌであa.

ll一大酸鳶摂政量|まトレーこンク’鵬3.S3士0.3aj/・llらS.99垂０．２Ｓｆ／・と重3.2●の有意

　な（ｐ（０．０１１増加●2sした。

gl休一当り一大豊－摂政量11トレーこンクllS 4.2士4.3.j/畑・・加160.2＋3.１●Ｕ』・・と

　11.3●の有童なｌｐ（ｎ．ａｌ）扁加を示した。

al紬一大鯨仙まパワー|まトレーこンダ餉g 3.1士ISal・●/l･1から１ ０ ２．ｓ士7.6a･・●/･。eと

　１０､３感の有鷲な（ｐくn.a5）畑加●jiしt。

43体重当り鰻大馨豊素パり－ljトレーニンダ前1.44垂l.2aal・爾１一・I。1から1.55士0.1●

　匈・●／匈・ｌ・１とg.S哺の有意なｌｐ（０．０５）ｊ放加●示しt。

SIこれらを有馥ま的パワーならびIC羞酸素釣jlりーの組刻的な�儡でとらえ恚と、トレーニング前で|ま

　411S蛮的な£向へ発達する偏向を鳶していたものが･、トレーニング捷では鍼酸素的な方向へ発達する個

　jiiを､jiし、りェ４ト・トレーこングの差巣が示峻自れた。

　このように有菌素釣ならひIC羞裁素的jfg－の員函か６仙力をとらえることが、エ冰ルギー藁の特性や

トレー＝ングによる変化の�橿|こついての方向性●とらえることがで●実�の指導1ごISいても有羞なＳ価

力’法であａと考えられる。

●僧堂館

１）育太纏一郎他：‐脆自転車鍾技選手の体力、劃和5昌年度日本体育協会スポーツ医科学銅壷研完●

　　羞報告、●Ｉ●技種目別鐘技力向上1ご�する研雙、●IS自転車●技、：３７ローＳ７Ｓ、 １９１０．
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